

























































































































































































































































































C さっきのように (上の図のように) 回
しても,直鎖の数は変わらないから よく
わかります. (賛成の拍手が起こる)
'r この仲間分けは (C,児の伸rul分け)す
ごくよくわかりますね.実は,君速が仲間
だと言った形には,それぞれ名前がついて
いるのです. (ィ,オ)のような形を IlT_
ItJ)B｣と呼びます.また, (ア,ウ.工.
カ)のような形を ｢凹/EJ形｣とB.i;･ぴます.
(ここで ｢三lTJ形｣｢凹1勺)B｣という川諾汚を
板=TlIした.)
叩元を即く課題をつかむ
このように,三角形と凶lIJ形の滋味の一端
をとらえさせたところで ｢三JtJ形と凹1日Bに
ついてしらべよう｣というin元の課題をつか
ませるようにした.
(その後の展開)
｢三JLJ形と凹113形についてしらべよう｣
という粒元の課題をつかんだ子仙 ま,次の時
rH.)はiTl_元の課題に振り返り,まず,-JiTJ時に伸
問'JTけした l三IrJ形と凶JEJ形をことばでどう
あらわせばよいか考えよう｣という課題をつ
かむ.そして,この課題をM.決することで三
IEjJBとPlIrj形の意味を椛かにしていき,次に
その意味に非づいて図形の弁別ができるよう
になっていった.その後 も,iti元の課題に振
り返 り.沖入時に仲間分けした図形の中から
｢かまきり｣｢ちょうちょ｣のかごの形 (良
方形),｢とんぼ｣のかごの形 (正方形).
｢くわがたむし｣のかごの形 (蔽lLj三11J形)
を順に詳 しく調べることでそれらの図形の意
味を純かにしていき,それらの図形の意味に
遊づいて作図等できるようになっていった･
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4 まとめ
本tlF光では,｢自ら学ぶEl標を定める｣節
数億導を課瀕設定型の授業と想定 し課RB設定
割の授業をする意義,課題設定型の授業をす
るための指導法について考え,第2芋咋 ｢三
ltlJBと四角形｣で実践 してみた,
ここでは,その実践を振り返って,課題設
註型の授業は考えていた過り意虫あるものに
なったかを指導法の有効性も含めて考えてみ
たい.
(i)自ら斗元の課題をつかむことができた
か
｢三加 担と凹角形｣のin元の婦人では,よ
りどころとする既習餌項がないのでまず,図
形を構成する操作が必要と考え,三1(1形と四
IIl形の意味に結びつけやすい級梢戌の操作を
収り込み図形を構成させるようにした.次に
その構成 した図形を伸rL口分けしながら観察さ
せるようにした.
これにより,多くの子tJHま.まず,級梢戊
の操作をしたことで,図形の構成要素である
辺に自然にrJ'-目し,次に,伸聞分けしなから
観察したことで,辺をはっきり芯讃すること
ができたと考える.従って,1-tJとは,三PL形
と凹yJ形の意味の一端をしっかりとらえるこ
とができ,これからの学習は,三ftJ形と四Jl
形について調べる学習だというIR元の課題を
節かにつかむことができたものと考える.
(2)学習意欲をかきたてることができたか
誠に著目した仲間分けとの比較により.辺
に着目する仲間分けのよさがわかり三角形と
凹lq形の意味の一端をしっかりとらえること
ができたところで ｢三角形と凹PJ形について
しらへよう｣という学習内容を見通せる課題
を碓かにつかむことができたので,学習意欲
は大いに喚起されたという感触を待ている,
(3)学習意欲を持続することができたか
学習内容を見通せる大きなl哲元の課滋をつ
かむことができたので,授業記嫁にもあるよ
うに.1時柁r11時間に意欲づけのテ占動を触り
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込まなくても.lrI_元の課題に振り返りながら
発展的fi課題を次々と追完していくことがで
きた.このことから,三FEL形と凹角形を学習
していくという意欲は持続性があったものと
考えている.
以上のことから,課題設定兜の授業におい
て,よりどころとなる既習訴qlがない場合の
招ヰ方法として.操作を触り込むこと,仲間
'JTけしながらn]察させることが,1_T効である
ことがわかった.
また,課題設近兜の授業をすることで,千
仇の芯欲を喚起することができ,その芯欲を
持衷盲させることができることもわかった.
(平成6年3月20日受理)
